
発生日時

震源の深さ

地震概要

被害概要

男鹿半島頸部に被害。集落によっては全滅したところもある。家屋全潰率が40％以上のところ
は砂地が多い。水平移動した家も多く移動量は40ｃｍに及ぶものもあった。北浦町（現在の男鹿
市北浦）では海岸に沿って約1ｋｍの長さの土地が海に向かってすべり、同地域内の約50戸がす
べて全潰した。寒風山の山麓には地すべりを生じ、潟西（五明光・釜谷地間（現在の男鹿市野
石））でも地割れがあり、この付近は土地が沈降した。男鹿半島の北西部は隆起した。また、苗代
の被害が強震地域に見られた。

（最新版 日本被害地震総覧 による）

震度分布図

震度1以上を観測した地震の日別回数グラフ
（本震を含む、1939年5月1日～5月31日）

1939年（昭和14年）5月1日の秋田県沿岸北部の地震（男鹿地震）による災害

1939年（昭和14年）5月1日 14時58分

秋田県沿岸北部（北緯39°56.75′、東経139°47.17′）

0ｋｍ

6.8

震度5：秋田市、北秋田市

能代市、秋田市、男鹿市

資料

5月1日14時58分、男鹿半島付近のごく浅いところでＭ6.8の地震が発生し、秋田市、北秋田市で
震度5を観測したほか、北海道から関東、北陸地方にかけての広い範囲で震度4～1を観測した。
この地震の2分後にＭ6.7の最大余震が発生し、秋田市、北秋田市で震度5を観測するなど、一時
的に余震活動が活発化した。
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箇所 件 箇所 箇所 箇所 箇所

鹿角市

小坂町

大館市

北秋田市

上小阿仁村

能代市 1 1

八峰町

三種町

藤里町

秋田市 2 2

男鹿市 28 127 574 1,086 261

五城目町

八郎潟町

潟上市

井川町

大潟村

由利本荘市

にかほ市

大仙市

美郷町

仙北市

横手市

湯沢市

羽後町

東成瀬村

28 127 574 1,089 264

秋田県地域防災計画付属書 秋田県災害年報による
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被害状況－2（市町村別）
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